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２００８年 司教年頭書簡 

『京都の大殉教を想う新しい福音宣教』パート２ 

～ 現代の殉教「丸血留」を生きる ～ 

        2007 年 12 月１日 

京都司教 パウロ大塚喜直 

共同宣教司牧ブロック司教訪問の趣意書 

 

[１]テーマと目的 

本年 2007 年 6 月 1 日、教皇庁列聖省は教皇ベネディクト十六世の認可を得て、「ペトロ岐部と 187 殉

教者」の列福を承認し、９月には列福式が来年２００８年 11 月 24 日（月曜日）長崎で行われると発表しまし

た。私は引き続き教区の来年のテーマを「京都の大殉教を想う新しい福音宣教」とし（パート２）、『日常か

らミサを生きる』京都教区が、列福される殉教者の信仰を模範にして、「新しい福音宣教」に取り組む決意

をあらたにしたいと思います。 

 

[２]  「新しい福音宣教」のための部会制の充実 

 ２００３年から足掛け５年をかけて取組んだ「小教区評議会の規約作り」は、年内中にすべての小教区の

規約を承認し、完了する予定です。理解と協力を惜しまず示してくださった皆様に感謝します。本当に、

ありがとうございました。これで、「新しい福音宣教」を担う教会の運営と活動を共同宣教司牧の精神で実

行する形が整いました。これからの課題は、動き出した部会制をどのように軌道にのせていくかです。部

会制が目指している「共同体のみんなが教会の活動を担い福音宣教していく」という目標をしっかり捕らえ

て、部会制が定着するよう各教会で工夫していきましょう。 

 

[3] 京都の大殉教を想い、ともに祈る一年 

すでにおしらせしたように、今年の「京都の大殉教」の記念日である 10 月 6 日から来年の列福式（11 月

24 日）までの期間を、「京都の大殉教を想い、ともに祈る一年」としました。目的は「京都の大殉教」の列福

決定を感謝するとともに、「ペトロ岐部と１８７殉教者」、特に「京都の大殉教」についての歴史を学び、当

時のキリシタンの信仰と殉教者のこころを想い、私たちが「現代の殉教」を引き受ける心構えをつくることで

す。殉教者の学びのために、「京都の大殉教 1619 年 10 月 6 日」（結城了悟、日本２６聖人記念館 発

行、2007 年第３版）と、「ペトロ岐部と１８７殉教者」（カトリック中央協議会、殉教者列福調査委員会、2007

年」の 2 冊を教区の皆様に送りました。どうぞ、よく読んでいただき、それぞれの殉教者について歴史的事

実と背景を学び、かれらの生き方に想いを馳せてください。 

また、教区では「京都の大殉教」列福記念事業特別委員会を設置して、教区全体で「京都の大殉教」

の列福を有意義に祝うためにいろいろな記念事業を企画しています。これらの活動のために皆様から特

別献金をお願いしたいと思いますので、どうぞご協力ください。また、各地区協議会・ブロック・小教区等

でも、殉教者を記念するために自主的に活動してください。 

 

[４] 来年の分かち合い 

来年も各小教区・ブロックで一年を通じて、年頭書簡のテーマに沿った分かち合いを行いましょう。『日

常からミサを生きる』という教区的テーマを「現代の殉教」という視点で考えます。「ペトロ岐部と１８７殉教



2 

者」と「京都の大殉教」の信仰の証しを学び、２００８年の年頭書簡を参考に、現代の殉教「丸血留」の精神

を生きるために、自分自身の信仰のあり方、また共同体の信仰を共に見つめましょう。 

 

「お願い」 分かち合いの課題は、各ブロックで作成してください。 

分かち合いのために、各ブロックで、昨年と同様皆が分かち合いやすいように簡潔な数項目の設問

を文章にします。それを配布し、年間を通じて、各信徒が考え、またブロック内のあらゆる機会で分か

ち合いが実行されるように工夫してください。 

  

[５] ２００８年共同宣教司牧ブロックの司教訪問 

ブロックの司教訪問は、今年から２年をかけて（Ａ／Ｂ年） １４ブロック訪問することにしました。したが

って、来年は B 年で、半分の７ブロックを訪問します。 

「お願い」できるだけ、ブロックのすべての小教区から多くの信徒が参加するように、参加

を呼びかけください。 

 

１． 司教ミサ 

２． ミサ後の司教講話（30 分） 

３． 「小グループ」に分かれての分かち合い（50 分） 

４． 全体会でのまとめ（30 分） 

  

 司教訪問の記録： 

次年度も、ブロックの司教訪問の記録を簡潔にブロックで作成してください。記録する内容は、ミサの

出席者数、その日のミサ典礼の模様、司教講話の内容、分かち合いのグループ数、分かち合いの様

子、全体会のまとめの記録などです。記録は教会の控えとして保管し、当日出席できなった信徒に後

日配ってください。また、司教にもお送りください。 

当日の時間割の報告 

  ブロック担当司祭は、司教訪問当日の時間割を、司教に訪問日 2 週間前までに報告してください。 

また、訪問に関して要望があれば、早めにお知らせください。 

  本部事務局宛てに、Fax（075－211-3041）、または Ｅメール：honbu@kyoto.catholic.jp 

      地      区 ブ ロ ッ ク (訪 問 教 会) 

① 4 月 13 日 （日） 奈   良 北部ブロック （富 雄 教 会 ） 

② 4 月 20 日 （日） 京都北部 宮津ブロック （宮 津 教 会 ） 

③ 4 月 27 日 （日） 滋   賀 湖西ブロック (大 津 教 会 ） 

④ 5 月 25 日 （日） 三   重 中勢ブロック （上 野 教 会 ） 

⑤ 7 月 13 日 （日） 京都南部 南ブロック Ｂ （宇 治 教 会 ） 

⑥ 9 月 7 日 （日） 京都南部 西 ブロック （ 桂 教 会 ） 

⑦ 9 月 21 日 （日） 京都南部 東 ブロック （北白川 教 会 ） 
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